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1 型糖尿病の根治

１型糖尿病患者では膵β細胞が破壊されて減少しています。本研究では血清中のエクソソーム
（細胞内から出てくる膜小胞。細胞間のコミュニケーションに関連すると言われている）を応用
することで自己膵β細胞の保護・増殖能を促進させ、１型糖尿病の根治を目指します。

　１型糖尿病患者においても、膵β細胞がわずかながら
残存していることが知られています。こうした自己膵β
細胞の増殖・再生能を利用して、１型糖尿病の根治を目
指す研究です。
　細胞外小胞であるエクソソームは糖尿病領域において
その役割はよくわかっていませんが、膵β細胞と他臓器
間においての臓器どうしの繋がりにエクソソームが関与
していると考えています。他臓器からのエクソソームが
膵β細胞を増やすことに期待して研究を開始します。

　膵β細胞を破壊したモデルマウスを用いて、血清エクソソーム中に含まれているマイクロRNAと呼ば
れる非常に小さい分子の変化を確認しています。その結果、膵β細胞量のみ減少している状態（体重や
血糖値に差が無い状態）において、変化しているマイクロRNAが３種類存在することが明らかになりま
した。また他の実験では、膵β細胞から分泌されるエクソソームが他臓器に取り込まれていることも確
認しています。
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　自己の膵β細胞における再生・増殖能を上げることにより、
膵β細胞を増やすことを目指しています。これまでに膵β細胞量
に影響を及ぼす可能性がある複数の分子を同定しており、今後は
それらが実際に、再現性をもって増殖させるのか、またヒトにお
いても同様の現象が認められるかについて確認する予定です。

　これまでの1型糖尿病根治は膵島移植に期待するところが主で
したが、現時点において十分とは言えない状況です。本研究は
移植とは全く異なる方法で根治を目指してますので、移植治療
と組み合わせることにより、根治の実現に近づく大きな一歩に
なると期待しています。

　本研究助成に採択していただき、誠にありがとうございます。
新しい研究分野であることから、まだまだ時間を要しますが、大
きな可能性を秘めている研究であると考えています。できるだけ
早く臨床応用につなげることを目標に、研究に精進したいと思い
ます。

エクソソームによる膵β細胞保護・増殖効果の研究
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